
特定非営利活動法人　レッドリボンさっぽろ

つながる・ひろがるエイズ電話相談事業

本庄　真美子

マンパワー不足を解消し、同時に質の高いエイズ電話相談を継続するために、北

海道を離れた相談員の再資源化を実現し、相談事業を続けていく。

ケース検討会を8回実施し、遠隔地の経験豊かな相談員2名がスカイプ参加し、

新人相談員へのアドバイスと相談体制の在り方について意見を呈し、相談員育成

につながった。相談件数は昨年度の2割増しとなった。

対象となった
人数

相談件数　365件

具体的な
活動内容

2012年度、4月から6月まで、道外遠隔地での相談受け入れの打診をし、ボイスワープ
機能の設定や、道外遠隔地での相談を受ける際のプライバシー保持について、また相
談票の共有について検討した。
○全体ミーティング実施（4/30、5/27）
○7月から、ボイスワープ機能を使用しての相談を計4回実施。

○計8回のケース検討会では、スカイプを利用し、経験あるスタッフからアドバイスが得ら
れ、スタッフ育成に繋がった。
○フリーダイヤルによるエイズ電話相談を実施。
毎週火曜日19:00～22:00（年末年始除く）

年間51回で365件の相談

事
業
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